
～「コミュニティ・スクール」と「地域学校協働活動」の推進～特 集

 特集 ························································ 1
集まれ︕地域のチカラ 輝け︕学校のミライ
～「コミュニティ・スクール」と「地域学校協働活動」の推進～

 地域づくり ················································ 3
ボランティア団体笑夢（扶桑町）
NPO法人みよしの自然環境を守る会（みよし市）

 あいち歴建さんぽ ······································· 5
豊田市立足助小学校講堂、重要文化財旧鈴木家住宅

 愛知の城を掘り下げる ·································  6
中山砦跡

 情報提供機関紹介 ·······································  7
北名古屋市歴史民俗資料館「昭和日常博物館」 

 講座・イベント情報 ····································  8
 おすすめ情報 ······································  裏表紙

愛知県生涯学習情報システム「学びネットあいち」
読み聞かせクインテット舞－「楽しいおはなし会」のお知らせ

地域づくり
「ボランティア団体笑夢」

地域づくり
 「NPO法人みよしの自然環境を守る会」 

情報提供機関紹介
北名古屋市歴史民俗資料館「昭和日常博物館」

- 目　次　-

TAKE FREE
ご自由にお持ちください

生涯学習マスコット“マナビィ”

【年２回発行】愛知県生涯学習推進センター情報誌

No.82
2025. 4 -5

M
a

n
a

-
b

e
e

 
A

i
c

h
i

juVE
3ea
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特 集
～「コミュニティ・スクール」と「地域学校協働活動」の推進～ 

子供たちが成長するためには世の中のさまざまな問題をのりこえながら、生きていく力を身につけていかなければなりません。し
かし、現在では学校の役割が増え、先生ばかりに頼れない。そんな中、子供たちを地域全体で支え育んでいこうという取組が広がっ
ていると聞きました。学校と地域が手を携えて取り組む「コミュニティ・スクール」と「地域学校協働活動」について「愛知県教育
委員会あいちの学び推進課　家庭教育・地域連携支援グループ」に寄稿していただきました。

どうして学校と地域の連携・協働が必要になっているの？

昨今、いじめや不登校、特別な配慮を必要とする児童生徒の増加等、学校が抱える課題は複雑化・多様化しています。また、地域
においても、これまで続いてきた子ども会や婦人会等の団体がなくなるところも出てきており、人々のつながりの希薄化が指摘され
るようになっています。そうした課題を一緒になって解決し、子供たちの学びや育ちを地域全体で支えるため、学校と地域の連携・
協働が一層求められるようになっています。その具体的な取組が「コミュニティ・スクール」と「地域学校協働活動」であり、学校
と地域が一体となって「地域とともにある学校づくり」、「学校を核とした地域づくり」を進めています。

コミュニティ・スクールとはどんな学校なの？

「コミュニティ・スクール」とは、学校運営協議会を設置した学校のことを言います。学校運営協議会では、自治会の代表者や保護
者の代表者、公民館の代表者等、教育委員会に任命された地域の方が委員となり、学校の運営とそのために必要な支援について協議
します。委員は学校の「パートナー」、「共同経営者」です。「こんな子供を育てたい」、「こんな学校にしたい」といった目標やビジョ
ンを共有し、一緒に学校づくりを進めていきます。

学校運営協議会には、次の三つの大きな役割があります。
①校長が作成する学校運営の基本方針を承認する。
②学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述べることが

できる。
③教職員の任用に関して、教育委員会規則に定める事項について、

教育委員会に意見を述べることができる。

校 長 

学校運営の 
基本方針 

学校運営・ 
教育活動 意見 

承認 

説明 

説明 

学校運営協議会 

学校運営や必要な支援
に関する協議 

地域学校協働活動とはどんな活動なの？

「地域学校協働活動」とは、地域全体で子供たちの学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、学校と
地域が連携・協働して行う様々な活動のことを言います。地域住民、学生、保護者、NPO、民間企業、団体・機関等、幅広い方々が
参画することで、様々な活動が可能となります。

地域学校協働活動の推進にあたっては、「地域学校協働本部」を整備することが有効だと言われています。地域学校協働本部は、学
校と地域が連携・協働して行う様々な活動を実践する「組織」、「ネットワーク」を指します。名称も「△△小サポートステーション」、

「○○小応援団」、「□□中サポーターズ」等、地域や学校によって様々です。
地域学校協働活動には次のようなものがあります。決められた活動があるわけではなく、各学校や地域でそれぞれの特色や課題

に応じて活動が工夫されています。「こんな子供を育てたい」、「こ
んな学校にしたい」といった目標やビジョンのもと、学校と地域が
力を合わせ、学校の授業はもちろん、放課後や休日の地域行事等に
おいて様々な活動が行われています。中でも、「学校に対する多様な
協力活動」は多くの学校で行われています。ミシンの学習支援、校
外学習の引率補助、校庭の草刈り、登下校の見守り、読み聞かせ等、
地域の方が自身の特技を生かして活動に加わってくださると、学校
の教育活動が充実し、子供たちが喜びます。

地域学校協働本部 

地域住民、保護者、PTA、
社会教育施設・団体、 
文化団体、スポーツ団体、
企業・NPO 等 

連携・
協働  参画 

＜地域学校協働活動の例＞

学校に対する多様な協力活動

地域課題解決型学習・郷土学習

「放課後子ども教室」

地域行事やボランティア活動への参画

「地域未来塾」 「家庭教育支援活動」 

全ての児童生徒を対象
に、教員やOBや大学生
等の地域住民の協力に
よって行う学習支援

寄り添いが必要な子供、
不登校傾向のある子供等
への対応について保護者
が学び合う機会づくり
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県内の地域学校協働活動の取組事例を４つ紹介します！

皆さんもボランティアとして参加しませんか？

学校と地域が力を合わせることで、子供たちの活動は間違いなく豊かなものになります。学校だけでは体験できない充実した学び
が実現できます。ぜひ地域の方のお力をお貸しください。

中には「学校と地域の連携・協働に関わるためにはどうすればよいのか」と感じている方もいるかもしれません。地域の方は、まず
は学校や地域を知ることから始めてみてください。自身の住む地域や近くの学校の行事に参加してみると、いろいろなことが見えて
くるはずです。

そして、学校と地域の連携・協働に関心をもちましたら、いろいろな研修会に参加してみることをお勧めします。愛知県では毎年、
研修会を開催していますし、市町村で開催しているところもあります。そうした研修会に参加することにより、様々な地域・学校の取
組を知ることもできます。

ホームページや回覧板のおたより等で学校からボランティア
の募集がありましたら、できるときに、できることでよいです
ので、ぜひ参加してみてください。あなたの特技や強みを生か
す場がきっと見つかると思います。ボランティアとして参加し、
子供たちの笑顔や成長を間近で感じることは、きっと自身のや
りがいにつながります。

あなたの力を子供たちのために生かしてみませんか。一緒に
皆の宝である子供たちを支え育んでいきましょう。

◎地元と連携した探究学習（県立足助高等学校）

「地域課題解決型学習・郷土学習」
◎プリントの丸つけ「ねこ丸隊」（瀬戸市）

「学校に対する多様な協力活動」

◎コミュニティークラブ（東浦町）

「放課後子ども教室」
◎ドリームの会（田原市）

「地域行事やボランティア活動への参画」

普通科観光ビジネスコースでは、地元の観光資源を生かし、
地域課題の解決と地域の活性化に向けて探究活動を進めてい
ます。観光庁、青年会議所、豊田市役所足助支所等の方から指
導・助言をいただいたり、企業からの支援を受けたりして、「ま
ちやどスクール」で着物カフェ
を開催したり、鹿肉カレーの開発・
販売に取り組んだりしました。

地域の方の協力により、体験
的な学びが充実しています。

緒川小学校では、「おがわっ子ENJOYクラブ」として４年生
から６年生を対象に年７回実施しています。放課後の子供たち
の居場所として学校運営協議会主体で実施しています。地域の
方を講師とした講座を開催し、剣道や少林寺拳法、編み物等の
体験活動に取り組んでいます。

子供たちにとって地域の方々と
ふれあえる楽しい時間となってお
り、地域の方にとってもやりがい
につながっています。

「ドリームの会」は、田原市立福江中学校の生徒でつくられ
ているボランティアクラブです。100名程が在籍し、地域から
の要望に応えて休日にボランティア活動を行っています。海岸
清掃、福祉施設での手伝い、校区の清掃活動、ミニコンサート
の運営補助等、活動内容は多岐
にわたっています。ボランティ
アの心を育てるとともに、子供
たちが地域の方々との交流を深
めるよい機会にもなっています。

長根小学校では、始業前の10分間、漢字や算数のプリントに
子供たちが取り組み、その丸付けを「ねこ丸隊」と名付けた地
域の方々が行っています。週一回行われる「ねこ丸隊」の日に
なると、待ちわびた子供たちは、「ねこ丸隊が来る︕」と笑顔
で地域の方を迎えています。地
域の方に丸をつけてもらい、褒
めてもらうことは、子供たちの
喜びと学習意欲の向上につな
がっています。

愛知県の「コミュニティ・スクール」

　　　　　　　　「地域学校協働活動」に関するお問合せ先

愛知県教育委員会あいちの学び推進課
家庭教育・地域連携支援グループ
〒460-8534 名古屋市中区三の丸3-1-2（西庁舎９階）
TEL 052-954-6780   FAX 052-954-6962 

関連サイト
の

ご案内

文部科学省

「学校と地域でつくる

 学びの未来」

 

学校 地域

こんな子供を
育てたい︕ 

こんな学校に
したい︕

 目標・ビジョンを共有

子供たちの笑顔・成長が
自身のやりがいに
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障害児が楽しめる余暇活動を求めて、平成10年に障害児の親子と指導者の 3 名で始めたダンスセ
ラピーをきっかけに「ボランティア団体笑夢」の活動は始まりました。その後、誰もが笑顔でチャ
レンジできるという趣旨に賛同してくださる指導者に支えられ、民踊、ダンスうんどう、指人形劇、
絵画・アートへと活動が広がり、現在では障害者だけでなく高齢者を含めた多様な人々が集い、共
に活動しています。また「ボランティア」の名のとおり、民踊、ダンスや指人形劇での施設訪問に
も積極的に取り組み、「笑顔が素敵」と喜ばれているそうです。今から20年以上前には「障害者が
ボランティア︖」と、高齢者施設への訪問もボランティア活動として認められず、ボランティア登
録ができなかったとのこと。障害者への理解が浸透していなかった時代から、誰もが社会の一員で
あるという信念を持ってボランティア活動を続けられています。

平成30年には、当時高齢者向けのサロンは多く作られていましたが、家庭に閉じこもりがちな人  
は高齢者だけじゃないよね、という疑問から、高齢者も障害者もだれもが過ごせる居場所としてのサロン活動を始めました。“年齢・性
別・能力にかかわりなく誰もが”というモットーをここにも垣間見ることができます。

ボランティア団体笑夢
～障害者アートを世界に～

ボランティア団体笑夢（えむ）は、扶桑町で障害
者や高齢者など年齢、性別、能力にかかわらず、皆
が笑顔で夢にチャレンジできる活動を目指す団体で
す。町の北側を流れる木曽川流域の景観を守る他団
体との協働にも取り組むなど、その活動が高く評価
され、令和 6 年度「愛知県ボランティア活動功労者
表彰」を受賞されました。

代表の高木真由美さんにこれまでの活動と現在そ
して今後についてお話を伺いました。

【問合せ先】
ボランティア団体笑夢
E-mail : 
emubora3@gmail.com

サイクリングイベントで配付予定の飴　
障害者アートのラベルで応援▶

◆誰もが笑顔で夢にチャレンジできる活動を◆

令和に入り「障害者アートを世界に」を祈願して新たな活動にも取り組み始めています。多様な人のアートから芸術の多様性を感
じてもらう「アートでわくわく❤心の出会い」展を障害者週間と人権週間に合わせ毎年12月に開催。「作品を拝見し、障害を持った
娘にも希望が持てた」というアンケートに勇気をもらい開催が続いているそうです。また令和 4 年の扶桑町制70周年を機に、扶桑町
の宝である木曽川沿いの景観をアートで表現する活動を通して郷土愛を育む、SDGsを意識した取り組みも始めました。木曽川河畔で
アートイベントを開催したり、世界に向けてYouTubeで情報を発信したりしています。この活動から木曽川河畔で活動する「SDGs
木曽川中流域の地産地消を楽しむ会」との出会いが生まれ、木曽川の景観保全に取り組むイベントの共同開催へとつながりました。今
年は 3 月16日に木曽川流域で行われるサイクリングイベントへの協力も決まっています。「団体での活動だけでなく社会のために出
来ることはないかと考え他の団体と協働したことで、貴重な経験と多くの学びを得ました。自分達だけでは出来ない社会貢献活動にも
参加でき、幸せです」とその成果を教えてくださいました。

◆障害者アートを世界に︕他団体との協働とアートで地域貢献◆

会員や指導者の高齢化により今後は続けられない活動も増えてくると思うと
される一方、多様な方たちの作品展や木曽川河畔での活動は継続していきたい
とのこと。「作品を展示することは、創作の励みになり自信につながっている。
共生社会形成の一助として活動できていることにも感謝したい」というのが
その理由です。

美しい木曽川に臨む扶桑町から世界へ、誰もが笑顔でチャレンジする姿を
これからもたくさん見せてくれることでしょう。　　　　　                （Y.N）

◆共生社会形成の一員として◆

 

 

【植物観察】 

【田植え】 

【縄綯 
（なわない）】 

NPO法人 みよしの自然環境を守る会 ～みよしの宝を守り、伝えていく～

【問合せ先】NPO法人 みよしの自然環境を守る会
TEL︓090-6746-7240 　Eメール︓miyoshino4000@gmail.com
HP︓https://npo-miyoshino-shizen.jimdofree.com/

県内各地で様々な団体のみなさんが、その活動を通じて地域づくりに貢献しています。また、活動によって
生まれる出会いや交流は、ご自身の生きがいにもつながっています。このコーナーでは、地域づくり活動を行っ
ている団体のみなさんの特色ある取組をご紹介します。

名鉄三好ヶ丘駅から徒歩10分。住宅街に隣接し、西側を里山、東側を境川に挟
まれた田んぼや湿地には、体長約 2 センチの日本一小さい「ハッチョウトンボ」や、
限られた湿地でしか見られない植物である「シラタマホシクサ」、野生の雉や狐、
ほかにもチョウやトノサマガエルなど色々な生き物が生息し、里山には「フモト
ミズナラ」のような珍しい木も残っています。会による一年を通した自然保全活
動により、これらの多くの希少な環境が守られているのです。

その活動の詳しい一例として、春は、「湿地での木道の作成・草刈り・田植え・
サツマイモ植え付け」、夏は「田んぼの雑草抜き・夏の昆虫（ホタルも生息してい
ます）観察」、秋は「稲刈り・収穫祭」、冬は「田に水を張り生き物の土壌をつく
る冬水田たんぼ、里山の保全活動」が行われています。特に春や夏、秋に湿地や
水田での生き物観察会やビオトープづくり、秋の収穫祭はどれも大盛況で、生き
物や自然に触れる子どもたちは「楽しい︕」と、目を輝かせて参加しているそう
です。教室で出来ないことが学べると、周辺の小学校やボーイスカウトからも自
然体験活動の依頼が後を絶たず、普段は授業で参加している愛知教育大学の学生
が自主的に加わるなど、有志から始まった自然保全活動は、地域の人々の主体的
な学びとなり、枝葉を広げ続けていることが伺えます。

◆四季を通した保全活動と子どもたちへの教育活動◆

会の発足は2014年 4 月。みよし市黒笹町小持松地域にある長田池を源流とする境川源流域
一帯の環境保全を行い、自然環境を守っていこうと36名の有志が集まったのがきっかけでし
た。2024年12月現在、78名の会員をはじめ、賛助会員16名、市民48家族（150名）、法
人 7 社、愛知教育大学の学生83名が活動に参加しており、「みよしの宝を守っていく」という
想いが広く浸透し、地域に根付いた活動となっています。

◆「みよしの宝」◆

会の目標は、「この場所を、よりよい状態で次の世代へ」。そして、「ここで子ど
もたちが一日過ごしながら生き物と触れ合える場を作りたい」とも。全域を保全
し活用していくという大きな夢と、「みよしの宝をどのように引き継いでいくべき
か、会の活動はたくさんの人たちとまだまだ続いていく」という熱い言葉が強く
心に残っています。 （Y.W）

◆未来を残す活動を、次の世代へ―◆

【ハッチョウトンボ】  【シラタマホシクサ】      【野生の雉（雄・雌）】 

愛知県のほぼ中央に位置した西三河地方の一つであるみよし市を流れる境川。その源流であ
る長田池とその周辺の自然環境を残そうと活動を続ける「NPO法人 みよしの自然環境を守る
会」（以下会）は、創意工夫を生かした自主的な自然環境保全活動を評価され、令和 6 年度環境
保全関係功労者表彰を受賞されました。活動のきっかけ、取組の内容や自然環境保全に対する
思いについて、副理事長の宮嶋英一さんにお話を伺いました。

【里山整備】 

【稲刈り】 
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【田植え】 
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（なわない）】 

NPO法人 みよしの自然環境を守る会 ～みよしの宝を守り、伝えていく～

【問合せ先】NPO法人 みよしの自然環境を守る会
TEL︓090-6746-7240 　Eメール︓miyoshino4000@gmail.com
HP︓https://npo-miyoshino-shizen.jimdofree.com/
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人 7 社、愛知教育大学の学生83名が活動に参加しており、「みよしの宝を守っていく」という
想いが広く浸透し、地域に根付いた活動となっています。

◆「みよしの宝」◆

会の目標は、「この場所を、よりよい状態で次の世代へ」。そして、「ここで子ど
もたちが一日過ごしながら生き物と触れ合える場を作りたい」とも。全域を保全
し活用していくという大きな夢と、「みよしの宝をどのように引き継いでいくべき
か、会の活動はたくさんの人たちとまだまだ続いていく」という熱い言葉が強く
心に残っています。 （Y.W）

◆未来を残す活動を、次の世代へ―◆

【ハッチョウトンボ】  【シラタマホシクサ】      【野生の雉（雄・雌）】 

愛知県のほぼ中央に位置した西三河地方の一つであるみよし市を流れる境川。その源流であ
る長田池とその周辺の自然環境を残そうと活動を続ける「NPO法人 みよしの自然環境を守る
会」（以下会）は、創意工夫を生かした自主的な自然環境保全活動を評価され、令和 6 年度環境
保全関係功労者表彰を受賞されました。活動のきっかけ、取組の内容や自然環境保全に対する
思いについて、副理事長の宮嶋英一さんにお話を伺いました。

【里山整備】 

【稲刈り】 
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外観（南西から）

昭和34年足助幼稚園発表会

主屋外観（北西から） チョウバ（手前）･オクミセ（奥） ミセ（手前）･ダイドコロ（奥） コウシノマ

豊田市立足助小学校講堂

重要文化財旧鈴木家住宅

豊田市立足助小学校は、猿投グリーンロード力石 IC の東方約9.3km、国道153号、同420号を経
由した豊田市中部の足助町今岡に位置します。明治 3 年（1870）に小松市三郎氏の倉庫を借りて漢学と
習字の学習を行ったのが始まりで、明治 5 年（1872）には足助陣屋跡へ移り足助郷学校となりました。
その後、明治14年（1881）に新校舎を建設しましたが、明治40年（1907）の小学校令改正にともない
義務教育が 4年から 6年に延長されることになり、校地約 6倍の現在地へ移転し校舎を新築しました。
校地の東部に建つ講堂は、昭和13年（1938）に建てられた木造平屋建て、入母屋造り桟瓦葺き、間

口10間奥行20間の規模の建物です。南西と北東を妻側とし、南西側に出入口を付けています。外壁
の特徴として、妻側と小壁にドイツ壁といわれるモルタル掃き付け仕上げが採用されています。これ
は大正から昭和初期にかけ、洋風建築で流行した工法です。また、小壁以下は西洋風の下見板張り、
腰壁は羽目板張りとしています。内部では、舞台の奥に御真影や教育勅語を安置していた奉安庫が遺
されています。講堂への奉安庫の設置は、当時の学校建築の設計基準にも示されています。左右や上
部には漆喰仕上げによる様々なデザインが見られ、装飾性が高い箇所となっています。講堂は、大正
時代から昭和初期の様式や設えなどから、教育施設としての存在感を感じる建物です。県内に遺る数
少ない木造学校建築として、後世に継承したい文化財建造物です。

旧鈴木家住宅は、猿投グリーンロード力石ICの東方約９km、
豊田市足助重要伝統的建造物群保存地区の中央に位置し、旧伊那
街道（中馬街道）に面しています。足助の町並みは、「足助直し」な
どと呼ばれた塩がここで詰替えられており、物資運搬や人々の
通行の要所として栄えた商家町です。鈴木家は屋号を「紙屋」と
号し、かつては紙問屋を営み、他にも金融業などで財をなした足
助を代表する商家でした。江戸時代後期には、この地を治めてい
た旗本の本多家の家臣として位置付けられ、足助の治政や領民の
治安を維持する役目も担いました。

旧鈴木家住宅は、足助の町並みで破格の規模を誇り、主屋はじめ16棟の建物に加え、約3,200㎡の土地などが重要文化財に指定さ
れています。屋敷地は街道と足助川の間に扇形に広がっています。主屋は街道に北面して建ち、主屋の南面中央から南へ仏間座敷と上
蔵が、主屋の南面東端から南へ井戸屋形や新蔵などが建っています。また、離れから東へ味噌蔵や大蔵などが建ち、大蔵の南北には大工
小屋と飾物蔵が建っています。この他、屋敷地には祠や水路なども遺されています。現在、屋敷地全体の文化財保存修理中であり、修理
を終えた主屋 1 棟が公開されています。主屋は、足助の安永大火の翌年、安永 5 年（1776）の建築で、足助でも数少ない古い形式の建物
です。木造平屋建て一部 2 階建て、平入、桁行15.2ｍ梁間11.0ｍ、切妻造り桟瓦葺き、正面の梁間 1 間半の屋根を錣（しころ）葺き状と
しています。平面は東に通り土間で 2 列 6 室の規模です。また、正面には大戸口と蔀戸（しとみど）が遺っています。旧鈴木家住宅は、足
助を代表する商家の発展過程を示しており、地域を代表する文化財建造物として高く評価されています。

〈参考文献〉『愛知県の近代化遺産』平成17年、愛知県教育委員会

愛知県高等学校郷土史研究会
※問合せは愛知県生涯学習推進センターへ
　TEL︓052-433-5101

地域に遺る学校建築などの歴史的建造物を紹介します。

第十七歩
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中山砦跡（なかやまとりであと）

１．砦の概要
中山砦跡は、新城市乗本にある戦国時代の砦跡で、

JR飯田線鳥居駅より東約1.0kmにあります。この
砦は、天正 3 年（1575）5 月にあった長篠城・設
楽ヶ原合戦に伴う乗本五砦（のりもとごとりで）の
一つとして有名です。文献資料によると、天正元年
（1573）7 月に徳川家康が武田氏方であった長篠城
を奪還する際に、南に隣接する久間山砦（ひさま
やまとりで・くまやまとりで）とともに築かせたと
伝えられています。発掘調査は新東名高速道路の建
設に伴う事前調査として、平成22年に愛知県埋蔵
文化財センターにより行われました。

２．見つかった遺構
戦国時代の可能性が高い土塁（どるい）1 基と土塁に伴う堀切（ほりきり）を 1 条確認できまし

た。土塁は丘陵尾根に対して直角に設けられており、堀切は土塁の山側にありました。土塁の幅は
4.5m、確認できる長さは12m程で、高さは堀切の溝底から2.25mありました。堀切は土塁の山
側に並行してある幅1.2m～2.0mの溝で、ほぼ同じ位置に 1 度の掘り直しが確認できました。堀
切の断面は「V」字状に掘削されていました。
長篠城の攻城戦に際して築かれた砦であることから、砦のある丘陵部の山側の守りが意識された

遺構と考えられます。

４．おわりに
このように、山中の砦の調査をすることにより、歴史に残る戦（いくさ）の様子を垣間みることができます。現在は新東名高速道路が

通っていますが、調査箇所の南に中山砦歴史公園が整備されています。現地にある櫓（やぐら）からは、長篠城址や武田勝頼の陣がおかれ
た医王寺を望むことができます。

３．出土した鉄鏃（てつぞく）
弓矢（ゆみや）の矢尻（やじり）にあたる鉄鏃が1点出土しました。写真手前の基部（きぶ）が折れています

が、残存する長さは10.4cmです。刃部（じんぶ）の平面は平根形（ひらねがた）で、刃部の大きさは幅2.0cm、
厚み0.3cm、長さ5.5cmです。刃部には、長さ1.2cm、幅0.5cmの菱形の透かし孔がありました。このタイ
プの鉄鏃は、有職故実（ゆうそくこじつ）などから、野矢（のや）の形です。戦国時代の東海地域では愛知県の
清須市清洲城下町遺跡（きよすじょうかまちいせき）から 1 点、豊田市城山城跡（しろやまじょうあと）から 2
点、瀬戸市惣作・鐘場遺跡（そうさく・かねばいせき）から 1 点が出土しており、戦国時代の愛知県で用いられ
たものと考えられます。
また、刃部の透かし穴の形は違いますが、清洲城下町遺跡の16世紀末頃の遺構から出土した鉄鏃と形状

が類似しています。この鉄鏃は、長野県などの隣接する県からの類似例は知られていないので、織田・徳川
連合軍による乗本五砦攻略戦で使われた弓矢である可能性が高いものです。

↓長篠城址 

中山砦跡より長篠城址を望む
（南東より）

↑長篠城址 

 JR飯田線→ 

↑中山砦跡 

中山砦跡を望む
（西より、写真左側に長篠城址）

↓土塁 

↑堀切 

中山砦跡の堀切と土塁
（北より）

みつかった鉄鏃

 
 

愛知まいぶんHP　http：//www.maibun.com　　X　https：//x.com/aichi_maibun
Facebook　 https：//www.facebook.com/maibunaichi

〒498-0017 愛知県弥富市前ケ須町野方802-24
TEL：0567-67-4163　 FAX：0567-67-3054

第２話 　愛知県埋蔵文化財センターの協力による

全10話の連載です。遺跡の発掘調査結果か

ら分かる城の構造や変遷について紹介して

いきます。

掘
下の

を り げる
～発掘調査から分かった城の構造や変遷～

愛知
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情 報 提 供 機 関 紹 介

北名古屋市歴史民俗資料館「昭和日常博物館」
[開館時間] 9:00～17:00（16:40までにご入館ください） 
[休 館 日] 月曜日（祝日除く）、館内整理日（休日除く毎月末日）
 特別整理期間、年末年始（12月28日～1月4日）
 ※詳しくはHPの開館カレンダーをご覧ください。 
[入 場 料] 無料 
〒481-8588 愛知県北名古屋市熊之庄御榊53 
TEL︓0568-25-3600　FAX︓0568-25-3602 
HP︓https://www.city.kitanagoya.lg.jp/rekimin/ 

【昭和40年ごろのキッチンの再現展示】

◆暮らしの移り変わりを伝える博物館 
昭和日常博物館は北名古屋市にある昭和30年代以降の暮らしを展示している

公立博物館です。正式名称は「北名古屋市歴史民俗資料館」といい、元々は地域
の歴史・民俗資料を収集・保存し、伝える施設として1990年に開館しました。
その一方で失われつつある昭和の人々の暮らしを記録することの重要性から生
活資料の収集・展示活動を開始し、今では「昭和日常博物館」の愛称で親しまれ
る博物館になりました。

当館のコンセプトである昭和30年代以降というのは、人々の暮らしが大きく
変化した時代といえます。三種の神器（冷蔵庫・洗濯機・白黒テレビ）を始めと
する電化製品の普及によって炊事や洗濯といった家事の自動化が進み、テレビ番
組も充実するなど娯楽も増えてきました。

◆博福連携「地域回想法」の実践
昭和日常博物館のコレクションは、人々の記憶を刺激し、懐か

しい思い出を思い起こさせる力を持っています。
所蔵するコレクションの力を、博物館の内部だけでなく、広く

地域社会の中で活用を進める方策として、高齢者ケアの分野で注
目されていた「回想法」に日本でいち早く着目し、実践してきま
した。博物館と福祉が連携し、地域の高齢者が思い出を語り合う
ことで認知症予防・介護予防を図る「地域回想法」事業への活用
に取り組んでいるのも当館の特徴です。

 【昭和の暮らしを伝える展示資料、展示風景】

当館の特徴はこうした昭和の暮らしに関するあらゆる資料を収集して
展示していることです。掃除機や炊飯器といった家電から、ホーロー看板や
瓶ジュース、そして自動車やバイク、更には防虫剤の袋のような日常のゴミ
になるようなものまでを生活資料として収集し、現在では16万点を超える
コレクションを形成しています。

この膨大なコレクションはただ懐かしさを伝えるだけでなく、生活の変化
を記録し後世に残していくものと考えています。昭和日常博物館では、これ
らの生活資料を満載した展示空間を形成することで、昭和時代の暮らしの移
り変わりを伝える活動を続けており、これまでも多くの幅広い世代の方々に
ご来館いただいています。

❖ 企画展情報 ❖
「1980年代から遡るアウトドア図鑑」

非日常のなかのノスタルジアを探り、
ノスタルジアに非日常を求める

【展示期間】3月1日（土）～5月31日（土）
※詳しくはHPをご覧ください。　　　　　

 
 

 

公式インスタグラムも開設
資料＆イベント情報発信中
◀◀◀◀◀◀◀◀◀◀◀◀◀◀

公式ホームページはこちら
◀◀◀◀◀◀◀◀◀◀◀◀◀◀

昭和日常博物館
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４月・５月・６月（５月までの申込期間のもの）を掲載しています。 

「学びネットあいち」情報提供機関の講座・イベントを紹介します！

ご注意ください

※二次元コードは、学びネットあいちの「講座・イベント
　情報」ページにリンクしています。

※申込方法、休館日など詳細・最新情報については、お問合
　せ先のTELまたは二次元コードよりご確認ください。

講座、講習会名  

①開催日時

②開催場所

③問合せ先
　℡05２-△△△-〇〇〇〇

 

 

 

 

 

 

申込有・無 

④ 

 情報提供機関
登録募集中！ 

④ 二次元コード（学びネットあいちの該当ページへリンクしています）  

登録方法はこちらから  

　登録すると、講座・イベント情報を、「学びネットあいち」から随時発信したり、情報誌「まな

びぃあいち」（フリーペーパー版及びWeb版）に掲載することができるなど、さまざまなメリッ

トがあります。その他にも下記の情報を登録することが可能です。ぜひご登録ください！ 

学びネットあいち

 

タブごとでも
検索できます

 

 

登録された情報は８項目に分かれています

 
ワンポイント！
検索欄に入力せずに検索ボタンを押すと公
開されているすべての情報が表示されます。 

講座・イベント 

施　設

学　校

講　師

ボランティア

グループ・団体

教　材

Web教材

講座、講習会（資格取得を含む）、シ

ンポジウム、展覧会、イベント等をお

探しの場合はこちら。

生涯学習活動を支援するボランティア

（個人）をお探しの場合はこちら。

社会教育団体、学習グループ、ボラン

ティア団体等をお探しの場合はこち

ら。

登 録 さ れ た ビ デ オ、ＣＤ－ＲＯＭ、Ｄ

ＶＤ－ＲＯＭ、書籍等を検索する場合

はこちら。

講座、講習会の内容や伝統芸能などを

テキストや動画にし、Web 教材とし

て公開しています。

社会教育施設、文化施設、スポーツ施

設等をお探しの場合はこちら。 

小・中学校、高等学校、大学、専修・

各種学校等をお探しの場合はこちら。

講演会・講座等の講師をお探しの場合

はこちら。 

講座・イベント情報
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講座・イベント情報 「学びネットあいち」情報提供機関の
講座・イベント情報を紹介します！

※二次元コードは、学びネットあいちの「講座・イベント情報」ページにリンクしています。

※申込方法、休館日など詳細・最新情報について、問合せ先の TEL または二次元コードより必ずご確認ください。

※表の見方：「講座・講習会名」①開催日時、②開催場所、③問合せ先、℡等

2025名古屋空襲展「80年前、父は名古屋を
焼き尽くした─B29搭乗員の記録から」

①開催中～4/26（土）
　11:00～16:00（最終日15:00）
　※日・月曜休館日

②戦争と平和の資料館　ピースあいち

③戦争と平和の資料館　ピースあいち
　℡052-602-4222

申込不要

化石ハンターの冒険：中国の古代奇跡への
足跡　　林常喜　(東海化石研究会)

①開催中～4/6（日）
 （毎週日曜、金曜、土曜）

②公益財団法人　荒木集成館

③公益財団法人　荒木集成館
　℡052-802-2531

申込不要

特別展「星空への招待─深宇宙銀河への
旅─」

①開催中～5/12（月）

　※火曜休館日

②鳳来寺山自然科学博物館
　2階特別展示室
③鳳来寺山自然科学博物館
　℡0536-35-1001

申込不要

名古屋葵大学　学生作品選抜展2025

①開催中～8/10（日）

②越原記念館（名古屋葵大学）

③越原記念館（名古屋葵大学）
　℡052-852-1111

申込不要

第41回企画展　筋骨格探偵団！

①開催中～5/10（土）

　※日・月曜休館日

②名古屋大学博物館

③名古屋大学博物館
　℡052-789-5767

申込不要

館蔵品展「小さきものはみな愛し」
─懐紙・短冊・扇面・小品─

①開催中～4/20（日）

　※ 月曜休館日（祝日は開館・翌平日休館）

②春日井市道風記念館

③春日井市道風記念館
　℡0568-82-6110

申込不要

おいしい民窯─食のうつわ

①開催中～5/25（日）
　9:30～17:00
　※月曜休館日（祝日開館）

②豊田市民芸館
　第1・２民芸館
③豊田市民芸館
　℡0565-45-4039

申込不要

第９弾　渥美半島どんぶり街道
スタンプラリー

①開催中
　

②公式サイト参照
　　
③渥美半島観光ビューロー内　
　どん丼おいでん委員会事務局
　℡0531-23-3516

申込不要
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講座・イベント情報 「学びネットあいち」情報提供機関の
講座・イベント情報を紹介します！

※二次元コードは、学びネットあいちの「講座・イベント情報」ページにリンクしています。

※申込方法、休館日など詳細・最新情報について、問合せ先の TEL または二次元コードより必ずご確認ください。

※表の見方：「講座・講習会名」①開催日時、②開催場所、③問合せ先、℡等

特別展「鳥～ゲノム解析が解き明かす
新しい鳥類の系統～」

①3/15（土）～6/15（日）
　9:30～17:00（最終入館16:30）

　※ 月曜、第3金曜、5/7休館日（5/5は開館）

②名古屋市科学館
　理工館地下2階イベントホール
③名古屋市科学館
　℡052-201-4486

申込不要

コレクション展（常設展）
「ベスト・セレクション」

①3/22（土）～7/13（日）

　※月曜休館日（祝日は開館・翌平日休館）

②一宮市三岸節子記念美術館

③一宮市三岸節子記念美術館
　℡0586-63-2892

申込不要

「不動産鑑定評価の日」無料相談会

①4/1（火）～30（水）

②愛知県内13会場
　※詳細はリンク先にて

③公益社団法人愛知県不動産鑑定士協会
　℡052-241-6636

申込不要

収蔵品展「愛美社の画家が描いた風景画」

①3/22（土）～4/6（日）

　※月曜休館日（祝日は開館・翌平日休館）

②知多市歴史民俗博物館
　2階特別展示室
③知多市歴史民俗博物館
　℡0562-33-1571

申込不要

所蔵品展　─春から秋へ─

①3/28（金）～10/19（日）

　※月曜休館日（祝日開館・翌日休館）

　　GWお盆は全日開館

②ヤマザキマザック美術館
　
③ヤマザキマザック美術館　
　℡052-937-3737

申込不要

美空間への散歩　アラカルト展

①4/1（火）～5/11（日）
　
　※月曜、5/7休館日（5/5、6は開館）

②碧南市藤井達吉現代美術館
　　
③碧南市藤井達吉現代美術館　
　℡0566-48-6602

申込不要

Webでのリモート心理カウンセラー講座

①開催中（第２週：土曜）
　9:30～12:00

②オンライン

③NPO法人　日本次世代育成支援協会
　℡0586-73-3911

要申込

心理カウンセラー養成講座

①開催中
　※詳細はリンク先にて

②NPO法人　日本次世代育成支援協会

③NPO法人　日本次世代育成支援協会
　℡0586-73-3911

要申込
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講座・イベント情報 「学びネットあいち」情報提供機関の
講座・イベント情報を紹介します！

※二次元コードは、学びネットあいちの「講座・イベント情報」ページにリンクしています。

※申込方法、休館日など詳細・最新情報について、問合せ先の TEL または二次元コードより必ずご確認ください。

※表の見方：「講座・講習会名」①開催日時、②開催場所、③問合せ先、℡等

〈特別展〉 京都府立堂本印象美術館コレクション　
没後50年　堂本印象とは何者か　─マルチアーティストの軌跡─

①4/8（火）～6/8（日）

　※月曜休館日（祝日は開館・翌平日休館）

②名都美術館

③名都美術館
　℡0561-62-8884

申込不要

第１回ミニ探鳥会

①4/6（日）
　10:30～11:30

②愛知県弥富野鳥園

③愛知県弥富野鳥園
　℡0567-68-2338

申込不要

愛知県江蘇省友好提携45周年　大阪・関西万博開催
愛知万博20周年　日本 二胡のふるさと第20回桜二胡音楽会

①4/5（土）
　※詳細はリンク先にて

②岡谷鋼機名古屋公会堂
　
③ 特定非営利活動法人チャン・ビン 

二胡演奏団
　E-Mail：zhangbin@ams.odn.ne.jp

要申込

第４回公募展「古川美術館Fアワード」
作品募集

①4/1（火）～5/31（土）
　※詳細はリンク先にて

②　
　
③古川美術館
　℡052-763-1991

要申込

親子で歴史散歩

①4/5（土）
　午前の部 10:00～11:30頃まで
　午後の部 13:30～15:00頃まで
②刈谷市郷土資料館

③刈谷市郷土資料館
　℡0566-23-1488

要申込

プレスクール・あそび発達インストラクター
養成講座(オンライン)

①4/12（土）、13（日）

②オンライン

③ 一般社団法人　日本アタッチメント
育児協会

　℡052-265-6526

要申込

アタッチメント・ベビーマッサージ　
インストラクター養成講座

①4/12（土）、13（日）

②アタッチメント・アカデミア名古屋校

③ 一般社団法人　日本アタッチメント
育児協会

　℡052-265-6526

要申込

あそび発達インストラクター養成講座
(オンライン)

①4/9（水）～30（水）（毎週水曜）
　10:30～13:30

②オンライン

③ 一般社団法人　日本アタッチメント
育児協会

　℡052-265-6526

要申込
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講座・イベント情報 「学びネットあいち」情報提供機関の
講座・イベント情報を紹介します！

※二次元コードは、学びネットあいちの「講座・イベント情報」ページにリンクしています。

※申込方法、休館日など詳細・最新情報について、問合せ先の TEL または二次元コードより必ずご確認ください。

※表の見方：「講座・講習会名」①開催日時、②開催場所、③問合せ先、℡等

英文多読ひろば

①4/13（日）
　体験会・相談会 13:30～
　交流会 14:00～15:00
②蒲郡市立図書館　
　2階会議室
③蒲郡市立図書館
　℡0533-69-3706

申込不要

第１回探鳥会

①4/20（日）
　10:00～12:00

②愛知県弥富野鳥園

③愛知県弥富野鳥園
　℡0567-68-2338

申込不要

暮らしに役立つWord・Excel・
PowerPoint

①4/17（木）～6/26（木）（毎週木曜）
　13:00～16:00

②犬山市勤労青少年ホーム

③ 特定非営利活動法人いぬやまe-コミュ
ニティネットワーク

　℡0568-62-1888

要申込

竹ぽっくりを作ろう！

①4/19（土）
　午前の部 10:00～11:30頃まで
　午後の部 13:30～15:00頃まで
②刈谷市郷土資料館

③刈谷市郷土資料館
　℡0566-23-1488

要申込

65歳以上限定！eスポーツで脳トレ！

①4/14、28、5/12、26、6/9（月）
　10:00～11:30

②犬山市民交流センターフロイデ

③ 特定非営利活動法人いぬやまe-コミュ
ニティネットワーク

　℡0568-62-1888

要申込

豊橋市立看護専門学校オープンキャンパス

①4/26（土）
　午前の部    9:30～12:00
　午後の部 14:00～16:30
②豊橋市立看護専門学校

③豊橋市立看護専門学校
　℡0532-33-7891

要申込

竹馬を作ろう！

①4/26（土）
　午前の部 10:00～11:30頃まで
　午後の部 13:30～15:00頃まで
②刈谷市郷土資料館

③刈谷市郷土資料館
　℡0566-23-1488

要申込

柳家三三独演会 vol.3

①4/23（水）
　18:30～20:00
　
②今井ガスビル
　9階ホール
③朝日カルチャーセンター
　℡052-249-5553

要申込
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講座・イベント情報 「学びネットあいち」情報提供機関の
講座・イベント情報を紹介します！

※二次元コードは、学びネットあいちの「講座・イベント情報」ページにリンクしています。

※申込方法、休館日など詳細・最新情報について、問合せ先の TEL または二次元コードより必ずご確認ください。

※表の見方：「講座・講習会名」①開催日時、②開催場所、③問合せ先、℡等

高専おもちゃクリニック豊田 ｊｏｕｅｔ
（ものづくりの技術でおもちゃを修理）

①4/26（土）
　10:00～12:00

②豊田工業高等専門学校　

③豊田工業高等専門学校　総務課　
　総務企画係
　℡0565-36-5828

申込不要

英文多読ひろば

①5/11（日）
　体験会・相談会 13:30～
　交流会 14:00～15:00
②蒲郡市立図書館　
　2階会議室
③蒲郡市立図書館
　℡0533-69-3706

申込不要

第２回ミニ探鳥会

①5/4（日）
　10:30～11:30

②愛知県弥富野鳥園

③愛知県弥富野鳥園
　℡0567-68-2338

申込不要

ペーパークラフトのかぶとをつくろう

①4/26（土）～5/6（火振）

②蒲郡市博物館
　1階エントランス
③蒲郡市博物館
　℡0533-68-1881

申込不要

第２回探鳥会

①5/18（日）
　10:00～12:00

②愛知県弥富野鳥園

③愛知県弥富野鳥園
　℡0567-68-2338

申込不要

アタッチメント・ヨガ(forマタニティ＆ベビー)　
インストラクター養成講座（オンライン)

①5/10（土）、11（日）

②オンライン

③ 一般社団法人　日本アタッチメント
育児協会

　℡052-265-6526

要申込

せつこっこクラブ４月　ワークショップ 三岸節子〈自画像〉
100年記念「自画像とオリジナル額縁をつくろう！」

①4/29（火祝）
　午前の部 10:00～12:00
　午後の部 14:00～16:00
②一宮市三岸節子記念美術館

③一宮市三岸節子記念美術館
　℡0586-63-2892

要申込

せつこっこクラブ５月　ワークショップ  
「親子で楽しい！不思議な紙であおいろ写真」

①5/4（日）
　午前の部 10:00～11:30
　午後の部 13:30～15:00
②一宮市三岸節子記念美術館

③一宮市三岸節子記念美術館
　℡0586-63-2892

要申込
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2026 年に開催する第 20 回アジア競技大会（2026/愛知・名古屋）及び

第５回アジアパラ競技大会（2026/愛知・名古屋）のボランティア募集中！

「ボランティア募集特設サイト」
はこちらから

 
 

 

45の国と地域から選手や観客が集結するアジア最大のスポ

ーツの祭典です。

ボランティアとして参加される皆様には、大会オリジナル

ユニフォーム一式を提供予定です。ボランティアは最短1日

から参加可能なので、ぜひお気軽にご応募ください！

△問い合わせ先

愛知・名古屋2026 大会ボランティア  コールセンター

T E L　 050-1808-0542

E-mail　 contact@volunteer-aichi-nagoya2026.com

講座・イベント情報 「学びネットあいち」情報提供機関の
講座・イベント情報を紹介します！

※表の見方：「講座・講習会名」①開催日時、②開催場所、③問合せ先、℡等

林家正蔵・つる子・たま平　親子会

①5/18（日）
　

②知多市勤労文化会館　
　やまももホール
③知多市勤労文化会館　
　℡0562-33-3600

要申込

家族で学び、実践しようSDGｓ！
春の自然体感キャンプ

①5/31（土）、6/1（日）
　1泊2日

②愛知県野外教育センター

③愛知県教育･スポーツ振興財団
　企画推進課
　℡052-241-9101

要申込

アタッチメント・ベビーマッサージ　
インストラクター養成講座（オンライン)

①5/24（土）、25（日）

②オンライン

③ 一般社団法人　日本アタッチメント
育児協会

　℡052-265-6526

要申込

第１回不登校理解講座（名古屋会場）

①6/6（金）
　10:00～12:00

②愛知県教育会館　
　3階　教室
③愛知県教育･スポーツ振興財団
　教育振興課「面接相談」担当
　℡052-242-1588

要申込

※二次元コードは、学びネットあいちの「講座・イベント情報」ページにリンクしています。

※申込方法、休館日など詳細・最新情報について、問合せ先の TEL または二次元コードより必ずご確認ください。
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◎愛知県生涯学習情報システム「学びネットあいち」 
◎読み聞かせクインテット舞－『楽しいおはなし会』のお知らせ

YOMI KIKA S E QUINT E D MA I

『楽しいおはなし会』 

第１部　 15︓00～15︓50  （小学校１，２，３年生向け）
第２部　 16︓00～16︓50  （小学校４，５，６年生向け）  

●会場
愛知県生涯学習推進センター　情報ラウンジ 

●日時
2025年 5 月 1 日（木） 

愛知県生涯学習推進センター
主催の本年度読書ボランティア
スキルアップ講座修了生で結成
したボランティア団体です。
 

 

問合せ先 

アクセス●地下鉄桜通線「太閤通」駅より徒歩 2 分 

愛知県生涯学習推進センター TEL 052-433-5101詳細はこちらから

https://www.manabi.pref.aichi.jp 

スマートフォン用
サイトはこちら

 

学べる Web 教材 

Webで動画等の教材を見
ながら学習ができます。

今日のイベント 

講座・イベント情報に登
録されている情報が表
示されています。カレン
ダーを使って日にち別
の情報を調べることも
できます。 

学 習 情 報 検 索  

   をクリックする
と「学びネットあいち」
に登録されている全て
の学習情報を見ること
ができます（項目ごとに
表示）。キーワードで絞
り込みもできます。 

検索

愛知県生涯学習情報システム

生涯学習に役立つ様々な情報（講座・イベント、施設、講師、ボランティア、
教材等）を発信しています。
あなたも生涯学習情報満載の『学びネットあいち』を活用して、
様々な学びを体験してみませんか︖ 

編 集 後 記 今回は「コミュニティ・スクール」と「地域学校協働活動」という自分の子
供のころにはなかった制度について特集しました。この制度は学校の先生と地
域の大人たちがタッグを組んで、子供たちを地域全体で支え育んでいこうとい
う情熱のもとで成り立っているもの。将来的に自分も何かしら協力したいです
が、まずは自己研磨かなと思う今日この頃です。　　　　　　　　　　　(T.F)

情 報 誌「まなびぃあいち」
＆

Web版「まなびぃあいち」
その他、「まなびぃあいち」のバック
ナンバーや、情報提供機関の紹介な
ど、様々な情報がご覧いただけます。 

情報誌「まなびぃあいち」は年 2 回
（ 9・3 月）発行、Web版「まなびぃ
あいちWeb」は年 4 回（ 5・7・11・
1 月）配信しています。 
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